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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｈ
   Ｇ０３Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月24日(2012.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
フォーカス信号を画像からの複数のエッジ幅から生成する方法であて、
第１のエッジの特性に属する値の範囲を第１の複数のビンに分割するステップと、
前記第１の複数のビンにわたる第１の複数のエッジの分布である全エッジの統計を形成す
るステップと、
前記第１の複数のビンにわたる前記第１の複数のエッジの中の十分鮮明なエッジの分布で
ある鮮明なエッジの統計を形成するステップと、
前記第１の複数のビンの各々対して、そのビンについて前記鮮明なエッジの統計対前記全
エッジの統計の比が指定された割合よりも小さいまたはゼロである場合に、そのビンを第
１の除外範囲のセットに割り当てるステップと、
前記第１の除外範囲のセットによて、前記画像内のエッジを濾過するステップと、
有し、
前記十分鮮明なエッジは、エッジ幅が所定の鮮明エッジ幅の範囲内にあるエッジである
前記濾過するステップおいて、前記画像内のエッジが前記第１の除外範囲のセットに属し
ている場合に、前記画像内のエッジは、重点が置かれていない、または前記フォーカス信
号から締め出されており、
ことを特徴とするフォーカス信号の生成の方法。
【請求項２】
第２のエッジの特性に属する値の範囲を第２の複数のビンに分割するステップと、
前記第２の複数のビンにわたる残した前記第１の複数のエッジの分布である全エッジの新
統計を形成するステップと、
前記第２の複数のビンにわたる残した前記十分鮮明なエッジの分布である鮮明なエッジの
新統計を形成するステップと、
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前記第２の複数のビンの各々対して、そのビンについて前記鮮明なエッジの新統計対前記
全エッジの新統計の比が指定された割合よりも小さいまたはゼロである場合に、そのビン
を第２の除外範囲のセットに割り当てるステップと、
をさらに有し、
前記残した前記第１の複数のエッジは、前記第１の除外範囲のセットに属していない前記
第１の複数のエッジであり、
前記残した十分鮮明なエッジは、前記第１の除外範囲のセットに属していない前記十分鮮
明なエッジであり、
第１または第２の除外範囲のセットのいずれかからの除外範囲に属するエッジは、前記フ
ォーカス信号から、重点が置かれていない、または前記フォーカス信号から締め出されて
いる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
第３のエッジの特性と前記第２のエッジの特性を交換しても前記残した十分鮮明なエッジ
の総計対前記残した前記第１の複数のエッジの総計の比を増やす場合に、前記第２のエッ
ジの特性の代わりに前記第３のエッジの特性を選択する
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
前記第１の除外範囲のセットは、第１のインデックスの下に格納されており、
前記第１のエッジの特性に属する第３の除外範囲のセットは、第２のインデックスの下に
格納されており、
前記第１及び第３の除外範囲のセットの間の論理積の結果からの論理反転である第４の除
外範囲のセットを形成するステップと、
前記第４の除外範囲のセットを使用して、別の画像内のエッジを濾過されてフォーカス信
号を生成するステップと、
をさらに有する
ことを特徴とする請求項１とのいずれかに記載の方法。
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